




	日程
	時 間
	テーマ
	講　師（敬称略）

	９月
３日
(土)
	14:00～
15:30
	多様性・物語性・社会性の低下
－葛藤モデルから機能不全モデルへ－
	立教大学現代心理学部　教授      

  鍋田　恭孝

	
	15:40～
17:10
	不登校児の精神力動
	国立国際医療センター国府台病院　第二病棟部長
齊藤　万比古

	９月
４日
(日)
	 9:00～
10:30
	自傷行為、薬物依存の青年たち
－関わり方を中心に－
	国立精神・神経センター自殺予防総合対策センター
自殺実態分析室長　　　　　　　　 　　 松本　俊彦

	
	10:40～
12:10
	ひきこもり青年の多様さと複雑さ
	爽風会佐々木病院　診療部長       

斎藤　　環

	
	12:10～
13:10
	昼食は各自でお取り願います

	
	13:10～
14:40
	現代の反社会的青年たち
－犯罪臨床の理論と実際－
	福島大学大学院人間発達文化研究科　教授
生島　　浩

	
	14:50～
16:20
	現代の思春期をどう考えるか
	三田精神療法研究所　所長　　　　  

牛島　定信
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現代の思春期を考える・・・


～変わりゆく病態をどう理解し接近するか～





期　　日：201１年 9月３日（土）・４日（日）


受講対象：小児科医師、精神科医師、臨床心理士、助産師、保健師、保育士、教師、


社会福祉関係者など各機関・現場で子どもに関わる専門家および興味のある方々


定　　員：１２0名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：１２,０００円 （税込み、昼食は各自でお取り願います)　


会　　場：明治安田こころの健康財団　講義室　


東京都豊島区高田3-19-10　


	ＪＲ山手線、西武新宿線、東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約7分


主　　催：財団法人　明治安田こころの健康財団 　03-3986-7021





　思春期青年期の様態が再び変わった感じがしている。私たちは、１９６０年代に登校拒否と拒食・過食の病態をみたが、時の経過とともに、登校拒否はアパシー（退却神経症：笠原）、社会的ひきこもり、ニートなどの病態を生み、拒食・過食は境界性パーソナリティー障害、解離性障害を生んだ。それにつれて、エリクソンの自我同一性概念（同一性拡散症候群）を援用し、次いで、ＯＦ・カンバークの境界性パーソナリティー構造の概念を援用してきた。しかしながら、２１世紀になって、再び変化が生じて、新たな理解のための理論と技法が必要になってきているような気がしている。


　ここらでその道の専門家に臨床現場での話を伺いながら、参加者みんなで新しい病態の理解と技法の開発を目指すことができたらと考えている。　　　　　　　　　　　　　【牛島　定信・斎藤　環】











プ　ロ　グ　ラ　ム





　





※ 時間割・テーマ等については、多少内容が異なる場合があることをお含みください。
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